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招 集 期 日 令 和 8 年 9 月 1 7 日 （木） 会議の場所 教育委員室 

会議の時刻 開会の時刻  午後 3時 00 分 開 会 者 教 育 長 

及び宣告者 閉会の時刻  午後 4時 10 分 閉 会 者 教 育 長 

委 員 出 席 状 況 

氏 名 摘 要 氏 名 摘 要 

川 島 規 行 教 育 長 出  席 田 村 和 代 委 員 出  席 

柿沼拓弥教育長職務代理者 出  席 太 田 澄 子 委 員 欠  席 

駒 澤 幸 浩 委 員 出  席   

議 事 参 与 者 及 び 

説明のための出席者 

大久保学校教育部長 新井生涯学習部長 一ノ瀬教育総務課長 柿沼学校教育課長 

秋山学校給食センター所長 渡邊生涯学習課長 根岸スポーツ振興課長 尾花図書館長兼郷土資料館長  

書 記 名 教育総務課総務係 平川 傍聴人 なし 

会議事件名 て ん 末 

 

 

 

開 会 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

日程第1 

前回会議録の承認 

 

 

教育総務課長 

 

教育長 

 

 

教育長 

 

 

 

 

 

 

教育長 

 

 

教育長 

 

 

 

本日、傍聴人はない。 

 

9 月定例教育委員会を開会 

 

 

教育委員会の会議は公開が原則となっているが、人事に関す

る案件等について出席委員の 3 分の 2 以上の多数で議決した場

合は非公開とすることができる。本日の日程の中で議案第 53

号は人事に関する案件のため、非公開としてよろしいか。 

 

異議なしの声あり 

 

議案第 53 号を非公開とする。 

 

 

8 月定例教育委員会の会議録について諮った。 

 

異議なしの声あり 
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会議事件名 て ん 末 

 

 

 

 

 

日程第2 

報告事項1 

小・中学校における

第 1学期の表彰等の

結果について 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

報告事項2 

令和 8年度給食セン

ター職員等による学

校訪問について 

 

教育長 

 

 

教育長 

 

 

学校教育課長 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

教育長 

 

 

 

学校給食センター所長 

 

 

 

前回会議録は、承認された旨宣した。 

 

 

報告事項 1について、学校教育課長から説明を求めた。 

 

 

全校で第 64 回埼玉県硬筆中央展覧会において、多数の表彰が

あった。中でも岩瀬小 4 年生 1 名が埼玉県知事賞、羽生北小の

5 年生 1 名が埼玉県教育委員会推薦賞、5 年生 1名、6 年生 1名

が埼玉県教育委員会特選賞、羽生東小の 6 年生がさいたま市長

賞を受賞している。この児童は、第 54 回長良天神書道展で内閣

総理大臣賞、第 56 回全国教育書道展でも最高賞の晴嵐館賞を受

賞している。県知事賞を受賞した岩瀬小の 4 年生の児童も、先

ほどと同様第 56 回全国教育書道展で愛知県教育委員会賞を受

賞している。 

中学校では、第 64 回埼玉県硬筆中央展覧会で各学校の生徒が

表彰されたほか、北埼玉地区夏季総合体育大会において、多く

の部活動が入賞し、県大会に出場した。 

埼玉県学校総合体育大会水泳男子 100ｍ平泳ぎで南中 2 年生

の生徒が優勝、200ｍ平泳ぎでも 2位になった。この生徒につい

ては、この後全国大会にも出場し、全国大会では、残念ながら

予選で敗退してしまったが、予選の記録が標準記録を突破して

いたため、この夏東京で行われたジュニアオリンピックにも出

場している。その大会において、200ｍ平泳ぎで 4 位、100ｍ平

泳ぎで 14 位の成績を収めている。 

 

 報告事項 2 について、学校給食センター所長から説明を求め

た。 

 

  

 栄養教諭、学校栄養職員、調理員及び学校給食センター職員

が学校訪問し、給食を生きた教材として活用する「食に関する

指導」を行うとともに、給食状況を把握し、学校給食の向上を

図るものである。記載のとおり令和 7、8 年度の 2年間で市内全

校を訪問する。今年度は、令和 8 年 10 月から 11 月までの間で

3 校訪問する。時間は、給食時間の 15 分前から給食終了までと 
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会議事件名 て ん 末 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

報告事項3 

第24回羽生市文化祭

の開催について 

 

 

 

 

 

報告事項4 

第29回羽生市吹奏楽

フェスティバルの開

催について 

 

 

 

 

 

 

報告事項5 

令和 8年度羽生市人

権教育研修会の結果

について 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

教育長 

 

 

生涯学習課長 

 

 

 

 

 

 

 

生涯学習課長 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

生涯学習課長 

 

なるが、西中のみ給食開始時間から給食時間中までである。内

容は、食育指導、給食時間の見学による給食状況の把握、配膳

室の衛生管理指導を行う予定である。食育指導のテーマは、給

食の大切さについてと、食品ロスの削減についてである。実施

計画は記載のとおりである。なお、川俣小は、10 月 16 日（金）

に市学校給食センターの見学を希望しているため、市学校給食

センターで実施予定である。岩瀬小は今年度訪問予定だったが、

川俣小と同様に、6 月 16 日（火）に市学校給食センターを見学

しており、その際に食育指導を行っている。 

 

  

報告事項 3から 5 について、生涯学習課長から説明を求めた。 

 

 

 開催日時は､11月7日(土)が午前9時30分から午後5時まで､

11月8日(日)が午前9時30分から午後4時までである｡会場は､

羽生市民プラザである｡参加団体は､羽生市文化団体連合会に加

盟している 9 団体で､絵画や彫刻､生け花など､各団体の作品展

示のほか､茶道協会による茶会や､将棋連盟による将棋大会な

ど､参加型の催し物も実施する｡広報 10 月号で特集記事が掲載

されるので是非御覧いただきたい。 

 

 吹奏楽を愛好する学校や団体に､日頃の練習の成果を発表す

る機会を提供し､参加者相互の交流及び技術の向上に資すると

ともに､市民に吹奏楽を視聴する機会を提供することで､文化振

興を図るものである｡開催日時は､10 月 25 日(日)午前 10 時 30

分から､会場は、市産業文化ホール大ホールで、入場料は無料で

ある。参加団体は､中学校の部は市内 3 校､中高合同の部が 1 団

体、高校の部は 4 校､一般の部は 6 団体の､合計 14 団体である｡

講評は、東京アカデミック管弦楽団のホルン奏者の齋藤崇之氏

にお願いしている。 

 

この研修会は、行政関係団体のほか、広く市民に周知をして

開催した。開催日は 7 月 31 日（金）、会場は市産業文化ホール

小ホールで、322 名の方に御参加いただいた。 

研修会の内容は、市内児童生徒による人権作文発表と、講演 
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会議事件名 て ん 末 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

報告事項6 

開館40周年記念事業

「図書館・郷土資料

館フェス」の開催に

ついて 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

報告事項7 

第18回羽生市郷土芸

能発表会の開催につ

いて 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

教育長 

 

 

 

図書館長兼郷土資料館長 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図書館長兼郷土資料館長 

 

の 2 部構成である。講師は、神戸学院大学経済学部教授の岡部

芳彦氏で、「陽気で明るく美しい国ウクライナでの戦争」と題し、

講演していただいた。参加者のアンケートから、人権作文、講

演会ともに、多くの方々から大変満足したとの賛辞の声があっ

た。参加者の感想については、記載のとおりである。今後も研

修会を通して、市民に人権について考える機会を提供し、理解

を深めていただけるよう努める。 

 

 

報告事項 6 から 9 について、図書館長兼郷土資料館長から説

明を求めた。 

 

 

 今年度は、市立図書館・郷土資料館が開館 40 周年の記念の年

であるため、11 月 1 日（日）に図書館及び郷土資料館の全エリ

アを使用してイベントを開催する。イベント内容としては、図

書館に関わるボランティアや春山幼稚園の園児たちによる読み

聞かせ会、郷土資料館による卯三郎検定を予定している。この

検定は、清水卯三郎に関する展示に合わせて来場者に問題を解

いていただき、一定の設問に正解した方へ認定証を渡すもので

ある。また、広場では市内の飲食店に御協力いただき、ハンバ

ーガーやコーヒーなどの食品販売を予定しており、来場者に楽

しんでいただければと考えている。館内イベントのスタンプラ

リーについては、各種イベントコーナーに参加し、集まったス

タンプの数に応じて景品をお渡しする予定である。さらに、館

内イベントのムジナモたっちは、ムジナモ保存会の協力をいた

だき、ムジナモに直接触れられるコーナーを用意する。周知方

法として、広報やホームページのほか、ポスターの掲示やチラ

シなどの配布を予定している。 

 

 文化振興の一環として、郷土芸能の発表の場を設け、市内で

培われてきた地域文化の継承と団体間の交流を図る。また、無

形民俗文化財に対する地域住民の興味や理解を深める機会とす

るため、開催するものである。主催は、羽生市郷土芸能発表会

実行委員会と市教育委員会である。日時は令和 9 年 2 月 14 日

（日）午後 1時から、会場は市産業文化ホール小ホールである。 
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会議事件名 て ん 末 

 

 

 

報告事項8 

国 登 録 有 形 文 化 財

「冨田家住宅離れ」

巡回パネル展の開催

について 

 

 

報告事項9 

国 指 定 天 然 記 念 物

「宝蔵寺沼ムジナモ

自生地」見学会の結

果について 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

報告事項10 

その他 

 

 

 

図書館長兼郷土資料館長 

 

 

 

 

 

 

図書館長兼郷土資料館長 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

教育長 

 

 

 

 

 

教育長 

 

 

駒澤委員 

出演団体は最大 8 団体とし、1 団体につき 26 分程度の演技時間

を設ける。周知方法は記載のとおりである。 

 

令和 7 年 11 月に市内で初めて国登録有形文化財となった「冨

田家住宅離れ」について、パネル展示の形で紹介し、市の文化

財保護への理解を深める目的で実施する。道の駅はにゅうでの

展示は、10 月 20 日（火）から、11 月 4 日（水）までである。

市内で 6 か所、各施設、約 2 週間の展示を行う。広報、ホーム

ページ、SNS 等で周知をしていく。 

 

宝蔵寺沼ムジナモ自生地において、食虫植物ムジナモは長年

の保護活動により安定して生育しており、後世に伝えたい自然

となっている。そこで現地を一般公開し、身近な自然に触れる

ことで、ムジナモ自生地への理解と保護の心を育む機会とする

ことを目的とする。主催は、市教育委員会で羽生市ムジナモ保

存会の協力の下で実施した。日時は、7 月から 8 月の記載して

いる五日間である。会場では、三田ケ谷農村センターでの説明

の後、自生地を見学する流れで行った。参加者数は五日間で延

べ 46 名だった。参加者の 8 割が市外の方であり、東京や神奈川

からお越しの方もいた。自然や食虫植物に興味のある方の参加

も多く見られ、遠方から足を運んでくださることがありがたい。

今後も市内市外ともに普及を図っていく。 

 

 

その他の報告を求めた。 

 

  

特になし 

 

 

報告事項に関し、質問・意見を求めた。 

 

 

報告事項 2 についてである。川俣小児童の市学校給食センタ

ー見学について、例年こういった流れがあると思われるが、見

学した児童にアンケート等は実施しているか。 
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会議事件名 て ん 末 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

学校給食センター所長 

 

 

 

 

駒澤委員 

 

 

 

 

 

 

 

柿沼委員 

 

 

 

 

生涯学習課長 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

柿沼委員 

 

 

 アンケートは行っていないが、実施した学校からは後日、作

文や手紙をいただいており、給食センターを見学した感想が寄

せられている。また、見学時は子どもたちと近い距離であるた

め、興味をもって話を聞いている様子を感じ取ることができた。 

 

 作文や手紙を書いてもらっているのであれば、その内容を知

ることは重要であると考えている。それは将来的な投資でもあ

り、例えば「給食センターで働きたい」といった子どもならで

はの目線があったり、現場の改善にも有効な機会である。これ

は全ての事業に言えることであるが、何かを実施した際にアン

ケート等で参加者から声をもらうことは非常に重要である。こ

れに限らず、是非実施していただきたい。 

 

 報告事項 3 についてである。本市の文化を次の世代にどう伝

えていくかが大事なポイントであると思うが、今年度と昨年度

とで変わった点や、変更の目的、あるいは今年度のテーマなど

があれば教えていただきたい。 

 

昨年度と大きく変わる点は特にないが、今年度は広報 10 月号

において特集記事を大々的に掲載することとした。市の文化祭

は例年、作品を出展した方やその身内の方の参加が中心となっ

ている印象があり、私自身、昨年度二日間足を運んだ際にその

ように感じていた。若い世代にも是非見ていただきたいという

思いから、展示内容自体に大幅な変更はないものの、特集を組

めないか依頼したところ、了承いただけた。広報 10 月号に記事

を掲載し、今年度は若い方々やファミリー層など、より多くの

来場者に足を運んでいただければと考えているところである。 

 

先ほど話に出たが、作品を出品することが一番大事なことで

あると思う一方で、出品する方々の高齢化が進んでいると感じ

ている。それをいかに若い世代へ伝え、どうやって若い人たち

を引っ張り込んでいくのかがテーマであると思う。文化の発展

のために若い人たちを巻き込むことについて、郷土芸能におい

ても年配の方が多く、若い方の参加が少ない状況であると認識

している。市としてどのような協力体制や支援ができるか考え 
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会議事件名 て ん 末 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

生涯学習課長 

 

 

 

 

 

 

 

 

柿沼委員 

 

 

 

 

 

 

 

生涯学習課長 

 

 

 

 

 

 

 

 

教育長 

 

 

 

生涯学習課長 

ていることはあるか。 

 

文化祭の実行委員会や、作品を制作し、展示している方につ

いては、やはり高齢者の方が多く、若い世代が混在する場面は

少ないと感じている。文化祭を開催するに当たっては実行委員

会等を組織しているが、若い世代を取り込むことは必ず課題と

なっており、委員御指摘のとおりである。しかしながら、現状

ではなかなか有効な手段がまだ見当たらず、現在も模索してい

る状況である。今後もその課題を念頭に置きながら、各世代が

参加し、作品を展示できるような文化祭を目指したい。 

 

ある地域で、車にフィルムを貼り付けた展示、いわゆる「痛

車」や「カーラッピング」というものかと思うが、そうした展

示をしたところ、若い世代のファンが会場に多数訪れたという

話を聞いたことがある。今回の一連の取組とは異なるかもしれ

ないが、このように若い世代を取り込む方法というのは他にも

あるのではないかと思う。今後是非工夫をして、若い世代に文

化を伝えていただきたい。 

 

本市文化団体連合会に加盟している茶道や絵画、彫刻といっ

た文化・芸術の分野に限られているため、先ほど話題に出た車

のジャンルなどがないことで、若い方たちが来ないことも十分

に考えられる。今後、文化団体連合会にそうした若い人たちを

引きつけるような新しい団体が加盟できるかというと、現状で

はなかなか難しいところではあるが、本日いただいた委員の意

見について、すぐには実現できないかもしれないが、今後皆さ

んの頭の隅に置いていただけるよう提案していきたい。 

 

高校生などの参加は難しいだろうか。高校の部活では、将棋

部や囲碁部がある。市内の高等学校の参加は、生け花や茶道な

ども含め、難しい状況があるか。 

 

将棋部や茶道部といった文化系の部活動を巻き込んで実施し

ていく考え方もあると思われる。そのような意見はこれまで出

てこなかったものであるため、教育長と柿沼委員の意見も踏ま

えて今後話し合ってみたい。もし実現できれば非常に喜ばしい 
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会議事件名 て ん 末 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

田村委員 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図書館長兼郷土資料館長 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

駒澤委員 

ことであり、今後検討していく。 

 

報告事項 6 についてである。先週、羽生市民プラザで行われ

た「清水卯三郎と『風、薫る』の世界展」を拝見した。とても

よく制作できていて、これはまさに郷土の誇りであり、羽生の

遺伝子であると感じた。小・中学生にもっと学習してほしい人

物であり、偉大な人物が郷土にいるという誇りをもってもらい

たいと考えている。40 周年記念事業について、卯三郎検定や郷

土資料館で、羽生市民プラザで展示されていたような小物や

NHK で使用したものは展示されるのか、雨天の場合の対応はど

うなるのかということについて教えていただきたい。 

 

清水卯三郎の小・中学校の学習についてであるが、今回は羽

生東小で授業を行っており、市郷土資料館の学芸員が出向いて

説明を行い、授業に発展していった経緯がある。そのため、今

後も小・中学校で希望があれば、こちらから説明をして授業に

発展していけたらと考えている。展示内容については、卯三郎

検定の際に市郷土資料館で作成したパネルなどの展示は可能で

あるが、NHK の関連の物については借りることは難しいと思わ

れる。また、雨天の場合であるが、屋外であってもテントをい

くつか借りているため、予定どおりテントの下や屋内で楽しん

でいただけるようにしたいと考えている。 

 

報告事項 6について、市民が市図書館に何を求めているのか

を拾い上げることが大事だと考えている。現在、貸出しの電子

化が進み、読書離れが盛んに言われている状況の中、図書館に

対して市民や世間が何を求めているのか、その声を拾い上げる

意味ではすごく良い機会であると思う。実際に足を運ぶ人は何

かしら市図書館や市郷土資料館に期待をもっている方であり、

そういった方々の声を拾い上げる方法として、例えば先ほどの

アンケートや、ポストイットに書いて貼り付けてもらう方法、

あるいは電子的な方法で声を上げてもらうことをまず実行して

いただきたい。そして、声を上げてもらったことにどう応えて

いくかが非常に大事なので、そういったことも是非検討してい

ただきたい。 
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会議事件名 て ん 末 

 図書館長兼郷土資料館長 

 

 

 

 

柿沼委員 

 

 

 

 

図書館長兼郷土資料館長 

 

 

 

 

 

 

 

柿沼委員 

 

 

 

 

 

 

 

教育長 

 

 

図書館長兼郷土資料館長 

 

 

 

 

駒澤委員 

フェスにおいて市民や来場者から声をいただくため、現在ア

ンケートを作成しているところである。紙ベースではあるが、

市図書館に対して何を求めているのかを知っていけたらと考え

ている。 

 

報告事項 6 について質問が二つある。今回のイベントを開催

することで、今後市図書館をどのような場所にしていきたいの

か。二つ目は、開催して終わりということではなく、今回の取

組を今後の図書館運営にどうつなげていくのか。 

 

図書館は基本的に「静かに本を読む場所」であると思うが、

時々このようなイベントを開催し、楽しめる要素を取り入れて

いきたいと考えている。静かに本を読む場所であることに間違

いないが、子どもがいればどうしてもにぎやかになることもあ

るため、親子で来館しやすい温かい場所にしていきたい。また、

今後もイベントを開催し、「今日は少しにぎやかになりますよ」

という日も作っていけたらと考えている。 

 

全国に様々な図書館ができ、それぞれ特徴がある。例えばス

タジアム型などもあり、人を呼び込む施設がどんどん作られて

いる。本市でもそのような変わった図書館は欲しいものの、財

政的に難しいと思う。そのため、ハード面よりソフト面を充実

させて、子どもや市民が読書をしたくなる環境づくりや図書館

の利用促進に特に力を入れていただければと思うので、フェス

が成功するように頑張っていただきたい。 

 

春山幼稚園の園児たちによる読み聞かせは、園児が行うとい

うことか。 

 

春山幼稚園から、園の中で年長児が年少児や年中児に読み聞

かせをする勉強をしていると聞いている。練習も兼ねて一度お

はなし会に来たことがあった。その読み聞かせをまたフェスの

中で実施する予定である。 

 

ある進学校において、子どもが学校から「自宅以外で勉強す

る場所を見つけてくるように」というミッションが下されたと 
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会議事件名 て ん 末 

  

 

 

 

 

 

 

図書館長兼郷土資料館長 

 

 

 

 

 

 

駒澤委員 

 

生涯学習課長 

 

 

 

 

 

 

 

駒澤委員 

 

聞いたことがある。その際に市図書館が選ばれる割合がどれく

らいなのか気になるところだが、イオンやスターバックスコー

ヒーなどが選択されることが多いようである。そういった子た

ちから「市の図書館で勉強する」という声が聞こえてくると嬉

しいと思う。フェスは貴重な機会となるため、是非若年層を取

り込むような手法を考えていただきたい。 

 

フェスをきっかけに市図書館の学習室があることをまず知っ

ていただく必要があると考えている。普段は席が半分程度埋ま

っていることが多いが、混雑時には他の会議室を開ける対応を

するときもある。イベントを通して、市図書館も学習できる場

所であることを知っていただく機会になったら良いと考えてい

る。 

 

報告事項 4について、予算はどれくらいで見ているのか。 

 

吹奏楽フェスティバルについては、指定管理者に事業を委託

しているため、その予算の中で行っていると聞いている。会場

使用料は無料になるため、その点についての費用は発生しない。

参加費も無料である。紙や当日のプログラムなど多少の消耗品

の費用はかかるが、指定管理者の事業として市が委託している

ため、基本的には市の指定管理料の中で動かしている数字と捉

えている。 

 

謝金等がかかるかもしれないと思っていたが、そこまで大き

な金額ではないため、事業に当たって差し支えないものと考え

られる。中学校 3 校が参加する予定になっており、よく中学校

から、発表の場が少ないという声を聞く。高校生や一般の方と

の参加であり、さらに大ホールで演奏できる機会はなかなかな

いと思うので、こういった事業が長く続くことを願っている。

また、今回は不動岡高等学校が打楽器を提供し、他の団体が借

りる内容になっている。例えば、他校の生徒が使用した際に事

故が起きて楽器が破損してしまった場合の保険などはどうなっ

ているのか。 

 

 



11 

会議事件名 て ん 末 

 生涯学習課長 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

駒澤委員 

 

 

 

 

 

 

 

 

教育長 

 

生涯学習課長 

 

 

 

 

駒澤委員 

 不動岡高等学校は人数が一番多く、打楽器もたくさん利用す

るため、前日や前々日の練習日にあらかじめ運び込んで練習で

きる体制を整えている。その中で、他の出演団体が利用するも

のは共有して使っていただく形で効率的に行っている。また、

置き場所の問題もあり、不動岡高等学校の打楽器の数は本当に

多く、置くだけでも満杯になるほどである。保険については、

私が昨年から着任して以降、楽器の破損の事例はない。本市が

ホールを使用し、破損してしまった場合は、本市の事業である

ため保険の適用も考えられる。ただ、実際に運用したことはな

いと報告を受けている。本市が主催している事業であるため、

事故や怪我については保険が使えるが、その中に楽器が含まれ

ている事例は過去になかった。今後確認してまいりたい。 

 

現在、物価高騰がかなり進んでおり、楽器を購入するのも大

変な状況である。中古の楽器ですら順番待ちのような状態にな

っているため、ここで楽器が破損して使えなくなったりすると

大きな問題につながりかねない。そういった意味では保険をか

けておくことは非常に大事であり、保険が適用されるか否かに

よって相手の受け止め方も変わり、丁寧な対応をしている印象

にもつながる。もし保険をかけていないのであれば、有効な手

立てであるため是非検討していただきたい。 

 

終了予定は何時頃か。 

 

今年は昨年度に比べ、参加団体が開智未来中等教育学校・高

等学校、行田市民吹奏楽団、行田うきしろ吹奏楽団の 3 団体が

増えた。そのため、昨年は 11 時開演であったが、30 分早めて

開演し、16 時から 16 時半の間には終了する予定である。 

 

報告事項 9 についてである。過去 2 年と比べても、人数は令

和 6、7 年度に関しては増えているが、令和 8 年度については参

加人数がいくぶんか減っていると見受けられる。今後増やして

いきたいと考えているのか、もしくは現状維持でも十分だと考

えているのか。資料を見ていると、内容自体があまり大きく変

化していないように思える。同じような事業を同じようにやっ

ていると見受けられると、なかなか参加しにくくなってくるの 
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会議事件名 て ん 末 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図書館長兼郷土資料館長 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

駒澤委員 

 

 

 

 

 

 

 

教育長 

ではないか。もし今後参加人数を増やしていく方向で考えてい

るのであれば、内容を変化させていくことが必要になる。今後

の展開として何か考えられることがあればお聞かせいただきた

い。 

 

ムジナモ自生地の見学会は、確かに参加者が減ってきている。

今回初めてアンケートを実施したところ、東京都や神奈川県な

ど遠くからいらっしゃる方がおり、食虫植物や自然が好きな方

が多い印象を受けた。例えば、「練馬区の牧野記念庭園のムジナ

モを育てているところでチラシを受け取って来ました」という

方もいらっしゃり、ムジナモに対する興味や関心が広がりつつ

ある点については非常にポジティブに捉えている。一方で、同

じ見学会を毎年同じように行っているため、市内で興味のある

方は一度行けば何度も行くことはなく、参加しない側面もある

と認識している。今後はムジナモに限らず、別の季節に自生地

の植物や昆虫などを観察する機会を取り入れることなどを考え

ている。また、現在羽生東小や手子林小でムジナモを栽培して

いるが、さらにムジナモ保存会と協力して栽培する学校が増え

ていけば、そこから「子どもが栽培しているムジナモの自生地

に行ってみよう」と、保護者の方が足を運ぶきっかけになるの

ではないかと考えている。やり方の工夫に加え、学校から保護

者に周知を図り、見学会に行きたいと思ってもらえる流れを作

っていけたらと考えている。 

 

 非常に良い考えだと思う。子どもが参加することによって、

保護者も来てくれる可能性が高くなる。各学校でもムジナモを

育てているので、興味や関心を持つ方はいると思われるが、な

かなかそれを生で見る機会がなくチャンスを逃してしまうこと

もある。その手法で進めていけばおのずと人数は増えていく。

ぜひ実行していただければと思う。 

 

 

報告事項については、よろしいか。 

 

 

異議なしの声あり 
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会議事件名 て ん 末 

 

 

 

 

日程第3 

協議事項1 

令和 9年度当初教職

員人事異動方針（案） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

教育長 

 

 

学校教育課長 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

教育長 

 

 

田村委員 

 

 

 

 

 

学校教育課長 

 

 

 協議事項 1 について、学校教育課長から説明を求めた。 

 

 

本市の基本方針として、8 点ある。 

1 点目は県教育委員会の令和 9 年度当初教職員人事異動方針

及び細部事項を踏まえながら、円滑、適正な人事を行うこと。2

点目は、適材適所の人事配置を基本に、異動を推進すること。3

点目が人材育成を期して異動を推進すること。4 点目が、各学

校の教職員組織の充実と均衡化に努め、地域差・学校差を是正

すること。5 点目が、可能な範囲で新規採用教員の任用により

学校の一層の活性化を図ること。6 点目は、役職定年後の教職

員及び再任用教員の適正配置に努めること。7 点目が女性管理

職の積極的な登用。8 点目が障がいのある教職員の採用につい

てである。転任・転補については、基本方針を踏まえて行う。

適材適所の人事配置を行うことはもちろんであるが、学校間の

均衡に十分留意して、教職員組織の充実及び教職員の職務経験

を豊かにするための人事交流も積極的に行うこととする。あわ

せて学校の気風の停滞を防ぐとともに、職務経験を豊かにする

ため、同一校の勤務年数が長い者については積極的に異動を行

うものとする。本市が元にしている県の方針については、昨年

度と変更はない。 

 

 

協議事項 1について、質問・意見を求めた。 

 

 

 各学校の均衡化に努め、地域差をなくすとあるが、地域差は

実際にあるものなのか。また、中学校は学区が三つしかないの

で、中学校ごとの特徴的なことや目指しているものがあるのか。

校長が変わるごとに学校のカラーも変わると思うが、その辺り

をどう考えているか。 

 

 まず 1 点目の、学校間に地域差があるのかどうかという点に

ついてである。基本的に地域差をなくすためにこれまでも人事 
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会議事件名 て ん 末 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

田村委員 

 

 

学校教育課長 

 

 

 

 

 

田村委員 

 

 

駒澤委員 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

学校教育課長 

 

異動に努めてきたため、市内の中学校でそれぞれ全く違うこと

をやっていることはなく、地域差はないと確認している。2 点

目の、各中学校の特色や目指すものについてである。校長の方

針が一番にあるほか、小学校も同様だが、それぞれの学校に昔

から引き継がれてきている伝統を大切にしながら、校長が目指

すところとうまく融合させて各学校の特色あるものを目指して

いる。その中で、教育の均一化を図り、地域差がないように努

めている。 

  

 市教育委員会としての、各学校の特長を生かすためのアドバ

イスのようなものはあるか。 

 

 市教育委員会としては、市内でそれぞれ特色ある教育を進め

てほしい意向はある。しかし、学校によって大きな格差が生ま

れないよう、人事異動を通じて均一化を図っているところであ

る。各校の伝統や校長の意向もあるため、校長の意向を十分に

汲みながら支援をしている。 

 

 難しいとは思うが、学校の目指すところが違っても、特長が

あれば良いのではないかと感じたので質問させていただいた。 

 

 基本方針の 7 点目、女性教職員の個々の能力等という部分に

ついてである。今や日本の首相も女性になり、羽生市長も女性

になった。あちこちで女性の役員や活躍が見受けられるように

なっている状況の中で、それでも「女性教職員」を頭に書かな

ければいけないのか。例えば、「教職員個々の能力や適性等を考

慮し、性別に関わらず管理職への積極的な（登用を図る）」とい

った表現にしたり、末尾に「女性教職員が管理職としての能力

を発揮する機会の確保と登用に努める」としたりするなど言葉

を置き換えたほうがよいのではないか。平成の終わりや令和の

始まった頃であれば良いかもしれないが、現在は女性教職員の

活躍が進んできているように感じるため、これからも書き続け

るのかどうかお聞かせいただきたい。 

 

女性登用についてであるが、委員のおっしゃるように広く周

知が図られているところではあるものの、なかなか進んでいな 
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会議事件名 て ん 末 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

駒澤委員 

 

 

 

 

 

教育長 

 

学校教育課長 

 

教育長 

 

 

学校教育課長 

 

柿沼委員 

 

 

 

 

 

 

学校教育課長 

 

い現状がある。管理職のなり手がいないことが教育界の目下の

課題となっており、教頭選考や校長選考においても、県から女

性登用のため候補者に声がけをするよう依頼されている。また、

県の様々な会議においても、委員の女性比率について必ず指定

がある。今回は県の意向に基づいて市の計画として作成したも

のであり、女性登用は教育界において道半ばであると考えてい

る。 

 

 よく分かり、県の流れだとも思うが、個人的にはやはり違和

感を覚えた。そのため、文章の並び替えや言葉の組み換えを行

い、誰が見たときにも違和感がない状態にしてもらうことが理

想的であると考える。今後同様の事業を進めていく際には考慮

していただければと思う。 

 

 これは県教育委員会の文章と同じか。 

 

 同じである。 

 

 市教育委員会とあるが、県教育委員会でもこの 7 点目の項目

はあるのか。 

 

 入っている。 

 

 これは市内における人事異動ということで良いか。例えば、

本市から県に行くこともあると思うが、県に行くメリットにつ

いて学校教育課長の話を聞きたい。非常に優秀な人材は本市か

ら出したくない、市内に留めておきたい気持ちもあるが、市外

に出すことでレベルアップして戻ってきてくれれば、将来的に

本市にとってプラスになる。その点はどう考えているか。 

 

 実際に 4 年間県に行かせていただき、視野が広がったことが

大きな収穫である。また、交友関係も広がったと感じている。

本市に戻ってきて、県でのつながりをうまく使いながら連携が

取れており、東部地区に限らず他の市町村での取組についても

すぐに聞けるようになったりして、得るものが非常に多かった。

あくまで本市の方針だが、初任者は 5、6 年で必ず他市に出す。 
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会議事件名 て ん 末 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

日程第4 

議案第52号 

集会所運営委員会委

員の委嘱について 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

議案第53号 

教育委員会事務局職

員の人事異動につい

て 

 

 

 

 

 

 

教育長 

 

 

 

教育長 

 

 

教育長 

 

 

生涯学習課長 

 

 

 

 

教育長 

 

 

 

教育長 

 

 

 

教育長 

 

そこでうまく育ってまた戻ってきてもらう風土を作っていきた

いと考えており、市教育委員会としても、是非県に行ってもら

いたい指導主事や先生方がたくさんいる。今後も後任の育成に

努めてまいりたい。 

 

 

協議事項 1については、よろしいか。 

 

異議なしの声あり 

 

協議事項 1は、承認された旨宣した。 

 

 

議案第 52 号について、生涯学習課長から説明を求めた。 

 

 

桑崎集会所の運営委員会委員として選出されていた方が死去

されたことに伴い、記載のとおり後任の委員を委嘱することに

ついて、羽生市集会所運営委員会規程第 3 条の規定により議決

を求める。任期は、前任者の残任期間である。 

 

議案第 52 号について、質問・意見を求めた。 

 

 特になし 

 

 議案第 52 号については、よろしいか。 

 

 異議なしの声あり 

 

議案第 52 号は、可決された旨宣した。 

 

 

（会議非公開 可決） 
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会議事件名 て ん 末 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

閉 会 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

教育長 

 

 

教育長 

 

教育総務課長 

 

 

 

教育長 

 

 

 

これより会議を公開とする。 

 

 

次回教育委員会の日程について、事務局より説明の旨。 

 

10 月定例教育委員会は、10 月 15 日（木）午後 1 時 30

分より、301 会議室にて開催する。 

 

 

閉会を宣した。 

 

 

 

 

 

 

教育長                 

 

委 員                 

 

委 員                 

 

書 記                 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


